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秩父地域における三峰信仰の受容と展開  

三木  

Ⅰ はじめに  

関東地方には，江戸時代中期以降に庶民の信仰  

を集めた霊山が数多くある。霊山は関東の平野部  

を取り囲むように点在し，富士講・大山講といっ  

た山の名を冠した講が関東各地に結成され，霊山  

への参詣が盛んに行なわれるようになった。   

本報告では，関東地方の霊山のひとつである三  

峰山を取り上げる。．二三峰山は，現在埼玉県秩父郡  

大滝村に属し，標高はおよそl，100mあって，秩  

父山地の一一－・角をしめる。三三峰山の北龍には埼玉・  

山梨・長野の県境の山地から発した荒川が流れ  

る。大滝村は江戸時代，▼l土f大滝・新大滝・三峰・  

中津川の4柑に分かれ，そのうち三峰村ほ三峰山  

神領となっていた（第l図）。  

一彦  

もともと修験の行場であった三峰山は，中世末  

期になって天台系の本LU派整護院に属し，観音院  

高雲寺という修験の寺として「三峰山大権現」の  

称号を与えられた。江戸時代に入って一時期衰退  

するが，享保5年（1720）の日光法印の入山を契機  

として信仰圏を広げ，幕末には関東甲信越の各地  

に三峰諦が結成されるようになった。三峰U」の信  

仰としては，Llj神の脊属（使い）の大［1喪神として  

オオカミを信仰する御脊属信仰があり，御脊属信  

仰ほ秩父地域の詣山に共通している。ただし，三  

峰山の場合，火防・盗賊除け・猪魔除けといった  

特定の願目を通じて急速に倍仰が広まったという  

特徴がある。明治期の神仏分離にともなって，三  

峰山は神道の三峰神社に統合され，現在に至って  

いる。  

第1図 三峰LU周辺概要図  
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三峰山については横山晴夫の諸論考1）や，御脊  

属信仰・三峰講に関する民俗学的研究がある2）。  

また三峰神社では，現在史料集が刊行中であり：‖，  

ほかにも各種の報告書や案内書が発行されてい  

る4）。   

こうした研究や報告にみられるように，三峰山  

への信仰が関東甲信越一帯，とりわけ江戸の町人  

に広まったことから，そうした広域の信仰をぬき  

にして三峰山を語ることはできない。しかし，三  

峰山の立地する秩父地域での三峰山への信仰をみ  

ることも重要である。秩父地域は何らかの形で三  

峰山の勢力が展開する基盤となったと考えられる  

からである。そこで本報告では，江戸時代中・後  

期における秩父地域での三峰信仰について，その  

実態を明らかにすることを目的とする。  

Ⅱ 秩父地域の修験の編成  

1）修験の分布と編成   

江戸時代には，村々に里修験が居住し，祈祷そ  

の他で村人と密着したさまぎまな宗教的活動を行  

なっていた。一方で里修験たちは，本山派（天台  

系）・当山派（真言系）といった修験の派に属し，  

それぞれの派の組織に編成されていた。   

秩父地域でのそうした修験の分布を，派別にホ  

したのが第2図である。この図は化政年間（1804  

～30）に編集された『新編武蔵風土記稿』5）（以下  

の文中では『新編武蔵』と略記する）に基づいて  

おり，19世紀初頭の状況をあらわしている。それ  

によれば，秩父地域では当山派や羽黒派に比べ，  

本山派の里修験の坊数が圧倒的に多いことがわか  

る。数でみると，当山派の7坊，羽黒派の3坊に  

対して，本L山派は40坊を数える。   

秩父地域における本山派の里修験は，おおよそ  

越生（硯・越生町）のU」本坊・秩父大宮（硯・秩父  

市）の今宮坊・三峰山観音院の3坊の先達の配下  

となっていた。先達は，本山の聖護院と霞内に居  

住する里修験との取り次ぎ役であり，霞内の里修  

験から上納金などを取り立てる権利をもってい  

た。第1図をみると，今宮坊と三峰山の配下はそ  

れぞれの先達の周辺に点在し，山本坊の配‾F■ほ赤  

平川流域の奥にまで広がっている。   

もっとも霞の配‾Fに対する支配は，配下を強く  

統制するようなものではなかったし，文書や記録  

にあらわれない里修験も多く存在したと考えられ  

る。たとえば，小森村（硯・両神柑）桜本の田中坊  

には，文化2年（1805）の聖護院からの補作状が残  

されているものの鋸，田中坊は『新編武蔵』に記  

載されていない。また，田中坊のある小森柑は，  

後述するように三峰山の霞であったが，文番や伝  

承の上で三峰山と田中坊の関係は見出せない。田  

中坊は本山との関係は保ちつつ，饅とは針離をお  

き，近くの囲阿屋11J信仰を中心とした独偶の活動  

をしていたと推察される。   

さて，節2図によれば，19世紀初頭のニ三峰山の  

配下は，周辺部の7坊と下・i棚1柑（規・．1川二1町）の  

青田坊であった。この時期までに，こうした三三峰  

山の霞がどのようにして形成されたのかを次節で  

みていく。  

2）三峰山の霞形成   

戦国期から江戸時代初期にかけての本山派で  

は，秩父地域一叫幣は山本坊の魔の・部となってい  

た。三二三峰山はこの山本坊の電の一一瓢を魔文5年  

（1665）に譲り受けたが7），元禄12年（1699）にこの  

餞は今宮坊に移された。これに対し二三峰山や，周  

辺の柑々の里修験は三三峰山の霞に戻すように願  

い，享保19年（1734）にふたたび三峰山の霞とする  

ことが認められた8）。この時一在での三峰山の霞や  

檀廻の範囲を示したのが第3図である。三峰山の  

ごく周辺の霞ばかりでなく，樽型が魔の範囲をこ  

えて行なわれていることがわかる。この時期に三  

峰山は信州への檀廻も開始していた9きr、つまり，  

すでに享保期には，里修験を支配する範囲である  

霞よりも広い範囲で三峰山の檀坦が行なわれてい  

たことになる。   

しかし，こうして周辺に霞をもった三峰山は，  

山本坊の訴えによって，元文4年（1739）に霞を山  

本坊に返すように命じられる10∫。三峰山や，そ  

の配下の里修験たちは抵抗し，「三峰山‾F同行之  
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第2凶 秩父地域における修験の分布一化政年間－  

（『新編武蔵風土記稿』により作成）  

柁）規・東秩父村域（．真線より東側の部分）は省略した。  

の修験それぞれの由緒が番かれている。第1表に  

よれば，明和6年以前に山本坊の配下となってい  

たのは2坊のみで，あとの修験は山本坊の支配を  

嫌って還俗したり，ほかの坊の支配をうけたりし  

ていたことがわかる。例をあげれば苗大滝村栃本  

の長泉坊は「外支配請候儀心外二奉存候二付」還  

俗していた。このように抵抗の強かった三峰Ij」周  

辺の霞の支配を山本坊は断念し，三峰L山二返還し  

たのである。返還の翌年である明和7年（1770）の  

記録では，三峰山配下の修験は13坊あり，そのう  

ち7坊が三峰山の山内や三峰集落に居住し，残り  

は村々に点在していた14J。   

さらに孝和元年（1801），山本坊が三峰山に借金  

し，それを返さなかったことから再び三峰山と山  

本坊の出入となり，文化2年（1805），山本坊から  

儀，旦（檀）家等も無御座百姓山伏二而，畢境（寛）  

三峰信仰故，修験道相勤申健二付」‖），つまり三  

峰山の配下にある里修験は檀家もない百姓兼帯の  

修験で，ただ三峰信仰のゆえに修験をつとめてい  

る，という理由をあげ，もし山本坊の支配になれ  

ば里修験たちは還俗する，と訴えた。だが，この  

訴えは却下され，山本坊の霞とすることが認めら  

れた12） 。   

それから30年たった明和6年（1769）に，この霞  

のうち白久村（硯・荒川村）を除いた7か柑が三峰  

LUに返される。この理由として考えられるのは，  

山本坊の霞に移された元の三峰山配下の里修験た  

ちが，山本坊の配下として機能しなかったことで  

ある。安永3年（1774）の「三峰山配下六箇柑修験  

由緒書」13Jには，当時三峰山の配下であった12坊  
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第3囲 三峰山の霞と樽型一事保年間－  

（『三峯神社史料架1』3号文啓などにより作成）  

三峰山の配下に吉田坊を移すことで決着がつけら  

れた15） 。第4図はこのときの三峰山と吉田坊の  

霞を示したものであり，吉田坊の霞が荒川左岸に  

わたって広がっていることがわかる16）。中世以  

来勢力をもっていた山本坊の力が徐々に衰え，新  

興の三峰山に霞が侵食されていく様子が，霞の増  

減からもうかがえる。   

このころ三峰山は霞だけでなく，檀廻でも他の  

霞を侵食するようになった。孝和3年（1803），今  

宮坊は「三峰山観音院儀不法勧化仕，今宮坊社領  

井配下同行共進茂押領致，権威を以て相掠め候J7）  

と，三峰山の「不法」な檀廻を本山の江戸役所に  

訴えている。次章でみるように，三峰山は今宮坊  

の霞にも檀廻を広く行なっており，そうした活動  

に対して，今宮坊は脅威を感じていたと考えられ  

る。   

以上のようにみてくると，前節で述べた山本  

坊・今宮坊・三峰山の餞の範囲は，あくまで修験  

の活動のある種の枠組にすぎず，実際の活動であ  

る檀廻の範囲などのほうが，当時の力関係や活動  

状況を如実に反映していると考えることができ  

る。そこで次にその埴廻が実際にどのように行な  

われ，村人がどのように受けとめていたのかを検  

討する。  

Ⅱ 修験の活動と信仰のあり方  

1）嶺廻にみる修験の活動   

ここでは秩父地域における檀廻の例として，三  

峰山が行なったものと，その配下となった青田坊  

が行なったものとを取り上げる。  
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第l表 二三峰山配下修験の曲解一宏永3年（1774）－  

山本坊支配時（元文4年（1739））  来  歴   

元来∵‾三峰山信仰修験二付，外支配請候俵  

心外二番存健二付，俗体こ而罷在低  

山本坊御支配を硝  

還俗仕離在候  

還俗仕候  

（不明）（断絶後）私儀相続人二髄成修  

験二罷成中條  

（イく明）、当6年以朗より▼ミ峰山御支配二  

被成修験相建‡甘候  

還俗什條  

元来 三峰111イ．＝仰こl巾代々修験什楽焼れ  

心外こ傘存候故，尭父法周院瀾憫什低  

山本坊御支配講之罷在候  

（本山流山佃二付路ポ什1堪り亮一郷今宮   

城二随身什候）  

（別所村明損院内11＝犬こ相成居候）  

仁」代之閃選硲什俄在候）  

長泉坊  

．1f 祥  

教蔵院  

教 仙  

東 抒i  

勝衆院  

滝 本  

密戯院  

峰 本  

地明院  

泉 北  

峰 山  

慶長年「r】之頃松本坊と申し，夫より代々  

連続什，ニ三峰111下修験二御座候  

拙僧迄5代修験二御座候，往Il√＿一三峰山御  
支配二御座候  

′長父峰仝院儀幼少より三峰11】こ勤山什．  

修験二相成，百姓兼滞修験仕叫候  

親観寿院俵，一：峰山信仰二付修験こ相成  

候  

先祖愛染坊と申修験二面三峰山信仰之着  

こ御座候，2代之間俗人ニl雨龍在三  

川拳＝席川lに付，御当山御3代以前願卜  

修験二相成坤候  

蕗父徳薄院∴峰山信仰之修験二御座候  

往11Ⅰ■裾蔵院と叶りl客験  

二＝七以前聖′宝院と申捌l怒験こ朴＝戊，ミ峰  

111御支配講使  

先糾之儀ハ越後国浪人こ拍」3代当IM怒  

験二軋 傍ホ′糾す千寿院配下二御座候  

＝川‘修験二御舶候処，其後偉人竜一之，′小  

幌拙僧親妙泉院修験札、ソニ  

拙僧先制点儀者，滴蔵と中幡験二而，一ご三  

峰出御取克之者二御座候   

■量】’人滝村  

栃本  

rl√人滝村  

砺本  

r量一一人滝村  

1二中尾  

■1∫■人滝村  

卜中尾  

【Il▲大滝村  

寺井  

新人濾村  

浜、ド  

新人濾村  

滝ノ沢  

新人滝村  

落合  

新人縄付  

落合  

敬川村  

小野原村  

小森村  

人谷  

（『∴峰神社史料華1』53号（5）文酎こより作成）  

ある。「勧化帳」の地名にほ－一部藍複があり，ま  

た欠落の可能怯もあるものの，この時期の秩父地  

域における三峰山の樋廻のおおよそのありさまを  

伝えていると考えられる。図によれば，秩父地域  

のほぼ全域で檀廻が行なわれており，その範囲は  

三峰山の霞とされている7か村よりもはるかに広  

く，山本坊や今宮坊の霞にも及んでいる。さらに  

－一一村ごとの勧進件数が多く，こうした檀廻が一般  

的に家を単位としてなされたことからすると，村  

のかなりの割合の家を檀廻の対象とする場合も  

あったとみることができる。   

一方，勧進の金額をみると，一部に1分以上の  

金額がみられるものの，大半は2宋となっており，  

これがこの勧進の最小単位となっていた。一部の  

a．三峰山の檀週   

毎年定期的に行なわれる三峰山の檀廻には，江  

戸・甲州・信州のものがあった。そのほかにも特  

定の目的を名目としたさまぎまな植廻や勧進があ  

り，そうした記録のいくつかが現在三峰L川二残さ  

れている。そのうち，秩父地域の棲廻の状況がわ  

かる記録として，享和3年（1803）から翌文化元年  

（1804）にかけての「勧化帳」仙がある。これは護  

摩や大般若経・観音経の転読などを祈願内容とし  

た勧進で，地名の記載が隣接の地へ移っていくこ  

とが多いこと，また勧進の人数が大規模なことか  

ら判断して，三峰山の役僧が村々に檀廻を行なっ  

て寄付を集めた記録であろう。   

この「勧化帳」をもとに作成したのが第5図で  
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第4図 三峰山と富田坊の霞一文化2年（1805）－  

（『三峯神社史料集1』85号文番などにより作成）  

川村で山稼ぎ品目とその規格の規定が行なわれて  

いるように19），18世紀以降材木や薪炭といった  

山林資源が大きな商品価値をもつようになってき  

た。はじめ江戸や甲斐の商人が請け負った大滝村  

での幕府の御用材伐出にも，安永6年（1777）以降  

大滝柑の商人が関わるようになっており，山林資  

源の利用を通して，大滝村の商人が成長したこと  

を物語っている20）。大滝村の人々の三峰山の勧  

進への関与には，こうして番えられた経済力も背  

景となっていたと考えられる。   

また秩父大宮や下吉田といった，当時すでに町  

として商業が発達していたところでの勧進件数  

や，1人あたりの金額が多くなっている。たとえ  

ば下吉田の中心部では，81件のうち1分以上の寄  

付が37件あり，そのうち1両以上のものも9件  

あった。これは周辺での勧進金額に比べて相当に  

有力者だけから勧進をつのるのではなく，広く薄  

く人々から寄付を集めたことがわかる。こうした  

形での庶民の宗教への関与は，江戸時代の宗教の  

最大の特徴と考えられ，三峰山は檀廻によって広  

汎な人々の組織化に成功したといえる。   

さらに金額について検討すると，三峰山麓にあ  

たる大滝柑では，1両以上の勧進の割合が高く，  

金額がきわだって大きい。そもそも，「勧進帳」  

の冒頭に，古・新両大滝柑の名主や年寄計11名の  

名前が記載されており，この勧進そのものに，大  

滝村の有力者たちが関わっている可能性が高い。  

三峰山と大滝村の間には，単に霞であるという以  

上に，年中行事などを通しての強いつながりがあ  

り，そのつながりが勧進への関わりを生み出した  

と思われる。   

秩父山地では，たとえば享保18年（1733）に中津  
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l二沢  

7皆野  

1311川1  

19久那  

25仲山Ⅷ  

2 卜川野  3野卜  

8タメ．ミケi  ぎ）粕谷  

14人野原 15人宮  

20別所   21田村  

26太l引   2ア小柱  

山陰祥淵  5釧脊   6人淵  

1り定峰  11声ケ久保12横瀬  

16「那森 17上寄三森 1輔仙  

㍑寺尾   23蒔附   24品沢  

28野巻   29久長   30阿熊  

341二吉田  35El尾  ：i糾、森  

4（恨留   41上It‡野  42【】野  

46新人鳩  47古人施  4糾】津川  

31上1‖野沢 32F’fHl野沢 33下畠と】  

37滞  38下小鹿野 39般若  

43小野畷  44自久   45驚‖l  

第5図 三峰山への勧進の柑別件数一事和3年～文化元年r1803～04ト  

（二三峰神社所蔵「勧化帳」により作成）  

高額である。秩父地域の代表的な生産物である絹  

ほ，享保年間（1716～36）以降生鹿が盛んになり，  

天明年間（1781－89）の秩父郡では，秩父大宮・下  

㌔宇田・本野上（規・長瀞町）・下′ト鹿野（硯・小鹿  

野町）の4か析で絹市が開かれていた。補市では  

米・麦・塩・油なども取引されており2主），こう  

した商業的機能の強い町で，多額の勧進を集めた  

ことがわかる。   

このように，三峰山は19世紀初頭には，秩父地  

域の外部だけでなく内部でも，霞をこえた広い範  

囲で檀廻を行なっていた。そして山姥の大滝柑の  

村人や秩父大宮・下害閑の町人，その他有力者か  

ら比較的高額の勧進を集めた。しかし，基本的に  

はそういう者も含めた広汎な人々の勧進を集める  

檀廻活動を行なっていたといえよう。   

b．吉田坊の櫨廻   

前車でみたように，下吉田柑の吉田坊はもと山  

本坊の配下であったが，文化2年（1805）に三峰山  
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囲が，21か村の吉田坊の霞のうち，吉田坊が自身  

で檀廻を受け持つ地域となっていたことになる。   

第2表では，吉田坊の檀廻で各家において注連  

縄をしめた神仏を，神仏ごとに集計した。各家で  

まつられている多種多様な神仏に吉田坊が注連縄  

をしめていることがよみとれる。とりわけ多くみ  

られる釜神・井戸神などは各家で個別にまつられ  

る神といってよい。逆にいえば，吉田坊は特定の  

神をもって各家を回ったわけではなく，各家にあ  

る神や仏の祭祀の役割を担っていたことになる。  

もちろんこの中には吉田坊がすすめた神仏が含ま  

れる可能性もあるが，注連縄をしめるのがその特  

定の神仏に限られていないことは，この衆によっ  

て明らかである。   

修験の組織の上では．与田坊の上位にある二三峰山  

をまつっている家はたった2軒である。少なくと  

も吉田坊の場合，村人と直接関わる檀辿の活動で  

は，修験の組織などはほとんど関係なかったと  

いってよい。吉田坊は，とくに決まった神仏への  

第2表 音田坊の檀廻でまつった神仏  

（11月10H～12月24をj）  

の配下に移された。それ以前からも，江戸で三峰  

山の代役を務めるなど早くから三峰山との関係が  

深かった修験であった。吉田坊は21か柑の霞をも  

つ一方で，三峰山の役僧となり，一般的な里修験  

よりも幅広く活動する存在であった。   

その吉田坊の明治初期の「檀回録」22）が残され  

ている。冒頭には，周辺の柑々で吉田坊が行なっ  

た祭が戟せられ，その後に「息災檀家定順覚」と  

して，吉田坊が注連縄をして回った各家の神仏の  

名が記されている。後者のうち吉田坊が他坊に頼  

まず，自身で檀廻を行なった地域を示したのが第  

6図である。これによると，11月から檀廻を開始  

し，12月4日から24日まではほとんど毎日檀廻を  

行ない，正月を迎える年末の行事として檀逃が行  

なわれていたと推察される。）檀廻が速力になると，  

檀家宅で泊まったり，食事をとったりしていた。  

檀廻の範囲は‾F吉田・太田・久長・阿熊・石間の  

5か村（いずれも硯・吉田町）のほぼ全域に及び，  

h・部の檀家はさらにその外側にもあった。この範  

第6図 書田坊の檀廻  

（吉田智治家所蔵「檀回録」により作成）  （吉田智治家所蔵「檀回録」により作成）  
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「年中行事」の後半の「諸国御師初穂之覚」によっ  

て，大村家に檀廻に来た御師や，御師への初穂・  

御師が持参した土産などをまとめたものが第3表  

である。これによって，三峰山からの年始の礼に  

は，役僧の峰蔵院が供1人を連れてきたことがわ  

かる。，先ほどみたように三峰山には年末年始合わ  

せて800文の初穂が差し出されており，その金額  

は表にある他の寺社の御師よりもはるかに多く，  

初穂の金額でみれば，さまざまな寺社の檀廻のな  

かで三峰山が特別の地位を占めていることがよみ  

とれる。しかし同時に，他の多くの寺社の櫨廻が  

非常に甘酎二行なわれていることも事実である。，  

とりわけ伊勢の御師2人は，暦など多くの土産を  

持参し，碓氷峠熊野宮の御師も蚕御守などを土産  

として配っている。．二三峰Iltの霞であり，霞のなか  

でも特別な関係にある大滝柑にも，衷のように諸  

国の寺社からの御師が訪れ，初穂を受けているの  

である。   

このように三峰山の霞といっても，三峰山が独  

占的にその地域の信仰を集めていたわけではな  

く，さまざまな信仰のひとつとして存在している  

に過ぎなかった。逆に，三峰山が遠方へ信仰を拡  

大していくときにも，他の信仰から二＝三峰山の信仰  

にまったく入れ替わるのではなく，地域の既存の  

信仰と並存する形で広まっていったと考えられ  

る。   

b．末社勧請にみる三峰山への信仰   

ここまで，秩父地域においても三峰山が，多く  

の信仰対象のなかのひとつに過ぎなかったことを  

述べてきた。また，「大村家文番」の例では，信  

仰と近隣の付き合いが分かちがたい形で，三峰山  

との関係が保たれていたことをみた。さらに，三  

峰山自体に対する信仰の内容を検討するために，  

時期的にはさかのぼるが，享保年間（1716～36）の  

三峰山への末社勧請についてみてみたい（第4  

表）27）。享保年間は，江戸時代後期に至る三峰山  

の隆盛の基盤が整った時期であり，境内整備の一  

環として村人を施主とした末社勧請が行なわれ  

た。表によれば，享保7年（1722）から翌年にかけ  

て集中的に勧請が行なわれており．村人が散発的  

信仰ではない，ゆるやかな信仰の形での檀廻を行  

なっていた。  

2）秩父地域での三峰山への信仰   

次に，秩父地域の村人たちにとって植廻がどの  

ような意味をもっていたのか，さらに＿∵一三峰山への  

信仰がどういう形でホされたのかについて，大滝  

村の事例を中心として考察する。   

a．村人にとっての檀廻   

人滝柑は三峰山の旋にあるという位置も手イ云っ  

て，一三峰山と密接な関係にあったことは先にもみ  

た〔，ここでは－l‾量J人滝村栃本の人相家の，文政5年  

（1822）の「年中行事」2：i）を適して，三l峰山やその  

他の概観との関係をみるし一 人柑家は江戸時代に栃  

本間所の閑′、1：と名ヰ役を兼接した家でか＝，この  

「年中行事」は第8代人柑久住街商暁の蜜が記蝕  

したものである25－。   

この史料は，1月から12月までの人相家の年中  

行事の記録と，「諸国御師抑穂之覚」からなって  

いる。年中行事の中から∴峰山と関係する部分を  

拾い出すと，まず1月7日の「－一，三峰Iぃより御  

名代御出，ぞふに，御酒Hlス」という記事があげ  

られる。このとき年玉として二人用蚤‖＝こ400文，役  

僧の峰蔵院とニー三峰山神領の代人4名には鼻紙3帖  

ずつを差し出Lている。12月になると「岬一，三峰  

山へ寒気見舞二人過ス」とあり，そば粉4升と  

400‾丈を三峰11lへの御旗蕃として持参させ，逆に  

酒巨酒かす・足袋を返礼として受け取っている。  

このように年末年始のやりとりが年中行事の一一環  

として行なわれたことが判明し，12月には大村家  

から人が三峰U」へ出向いている。ただ一家揃って，  

あるいは当主が三峰山に参詣するといったことが  

「年中行事」からはみられず，いわば近所付き合  

いの形で，三峰山とのやりとりがなされている。  

三峰山の文政3年（1820）の「節句歳暮控」26）によ  

れば，12月には歳暮の酒かすが，配下の里修験や  

大滝村の有力者・神領の柑役人に配られており，  

11月の祭礼の際にもお供えが配られている。大村  

家文膏にみられるような付き合いが，とくに大滝  

村では広く行なわれていたことがわかる。  
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第3表 大村家を訪れた諸国の寺社の御師一文政5年（1822）－  

寺社名   御師名   初 穂   土  産   そ の 他   

伊勢  三日市太夫次郎   200文  

名代  くしら・小かつをふし10・こ  

よみ  

内宮  大国右近太夫  200文  

をふし10・はし2せん・風ろ  

敷1ツ・こんふ1枚  

うすいとふげ  200文   

熊野宮  はこ入1ツ  

京都稲荷山  24文  村幸八取次   

榛名LU   御札般若坊  茶少々・大河原2帖   村方より大豆1軒二付き  
大豆5合  1升または32文   

戸隠山   東福院   50文  御礼・しゃくし・紙たばこ人  

富士山  御札大駒谷主勝  24文  村方こて甚和酎一っ・助左  

衛門年辞二楕致ス  

津廊牛頭天王   山本兵太夫  御札・ひもの5枚程   

愛宕山  教宗院  供1人1摘  

万歳楽  永井長太夫  100文  

白米1升  

長留神社  左門  50文  玉子やき・はな山ス，  
年々切はらひ  

三峰山神領  御札・鼻紙，年玉二束ル   供1人，1汁3濃こてめ  
し，彦左衛門方l橘  

小鹿野こや  （夏）大麦1升  

（秋）大豆／  

小豆1升   

（『新編埼玉県史 饗料縮14』221号文昏により作成）  

に勧請をしたのではなく，組織的な形でなされた  

ことが理解できる。   

まだ関東甲信越一帯に三峰山の信仰が広まって  

いなかった時期のために，表にあらわれる施主の  

在所は秩父郡内に限られており，とりわけ古・新  

両大滝村からの勧請が圧倒的に多くなっている。  

施主について詳しくは判明しないものの，古大滝  

村大連原の休岩坊・堀切柑（硯・秩父市）の大宝院  

といった寺や修験の名もみられる。その他の施主  

については，その大半が村の有力者であったと考  

えられる。例をあげると，享保8年（1723）に正八  

幡を勧請した古大滝村栃本の大村与市・久兵衛  

は，さきに「年中行事」で取り上げた大村家の第  

4代久兵衛重久・第5代与市茂貴にあたる28）。  

また，村人一同による勧請である「村中」の勧請  

も数例みられる。   

勧請された神仏が多岐にわたっていることも注  

目され，三峰山の信仰そのものも，村人たちのさ  

まざまな神仏への信仰によって支えられているこ  

とがわかる。村人たちにとっては，決して「三峰」  

という神仏だけをまつっているわけではなく，三  

峰山という場所に，自分たちの信じている神や仏  

も合わせてまつっているという形になる。   

三峰山で行なわれていた祭礼にも，諏訪祭（旧  

7月26日）・大日会（同6月丑の日）・荒神供（同2  

月吉日）といった末社のためのものがいくつかあ  

り29J，なかでも，諏訪祭は数日を要し，三峰LHl＿j  

の年中行事のなかで重要な地位をしめる祭事で  

あった。三峰山は外への檀廻だけでなく，内での  

末社や祭事などにおいてもさまざまなな神仏の信  

仰を取り込んで，展開していったのである。  
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第4表 末社勧請施主一事保年間－  

年   末社名   在所   施主名   

享保7（1722）  三宝荒神   ○大連原   干場伝兵衛  

〃  丹生大明神   大宮   柴岡滑石衛門  

ク  妙 見 宮   ○猪鼻   柴岡伊右衛門  

ク  不 動 尊   ○大連原   休岩坊  

享保8（1723）  正 八 幡   ○栃本   大村与市・久兵衛  

ク  日 天 宮   ○廿六木   加藤勘兵衛  

ク  月天宮  堀切   大宝院  

三沢   田嶋利右衛門  

〃  三部大権硯  ○落合   木村胎助  

ク  天 満 宮   （⊃大連原   干場伝兵衛  

ケ  弁 財 天   （〕上中尾   山中茂右衛門・熊之助  

ケ  稲荷杜  C）大連原  干場伝兵衛  

0神髄相中  

0ヶ  

〔．うク  

○大久保  干場与右衡門  

0大輪相中  

○栃本  大村横右衛門  

○菅平  干場与兵衛  

○岡本村中  

斎藤万石衛門  

帆布相中   

木村平兵衛   
ケ ケ ク 〃 〃 〃 〃 享保9（1724）                                                                                           春日杜 両皇太神宮 諏訪大明神 粗大明神 雷電宮 熊野大権硯 大黒尊 椎汁濫費命                       草保年中  〃  大日如来 稲荷社  

（三峰神社所蔵「山内取締向二付僧日記」などにより作成）  

往）在所欄の（）はJr・新両人鳩村内を示す。   

田坊が山本坊から三峰山の配下に移ったことも，  

三峰山の勢力拡大の一端としてとらえることがで  

きる。霞や檀廻の範囲などをめぐって，山本坊や  

今宮坊は，三峰山とたびたび出入を繰り返したが，  

結果的には三峰山の侵食を食い止めることはでき  

なかった。   

三峰山の檀廻は，活発な活動もあって，秩父地  

域においても霞をこえて行なわれ，一部の有力者  

から高額の勧進をつのるものの，一般には広く薄  

く人々から寄付を集めることが特徴であった。ま  

た三峰山配下の吉田坊の檀廻では，年末に各家そ  

れぞれの神仏を祭祀して回っており，その神仏は  

多種多様であった。特定の神仏への信仰を強制し  

Ⅳ おわりに  

本報告では，関東甲信越に広がった三峰信仰の  

うち，とくに江戸時代の秩父地域を取り上げ，ど  

のように三峰山への信仰が浸透していったのかを  

考察することを目的とした。ここまでに明らかに  

したことをまとめると以下のようになる。   

江戸時代後期の秩父地域における修験の派別の  

分布をみると，本LU派が圧倒的に多く，本山派の  

中では，越生の山本坊・秩父大宮の今宮坊・三峰  

山観音院の配下におよそ三分されていた。これは  

江戸時代初期の山本坊や今宮坊の霞の一部を三峰  

山が侵食していったことによるものであった。書  
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ないゆるやかな形で，檀家を組織化したことにな  

る。しかし，こうした修験の檀廻も諸国のさまざ  

まな寺社の檀廻のひとつであり，三峰山の霞とし  

て，あるいはそれ以上に三峰山と深い関係にある  

大滝村でも，伊勢や榛名山をはじめとした諸国の  

御師が植廻を行なっていた。村人にとっては，い  

ろいろな信仰の中のひとつが三峰LUであったにす  

ぎない。さらに，三峰山自体に対しても，祭礼や  

村人を施主とした末社勧請にみられるように，単  

に「三峰」という神仏をまつっているのではなく，  

三峰山にさまざまな神仏をまつるという形になっ  

ている。   

以上のことから，三峰信仰と－一口にいっても，  

さまざまな神仏への信仰を内包した複合的なもの  

であったことがわかるb三峰山の膝元ともいえる  

秩父地域においても多くの信仰のなかのひとつで  

あったこと，また年中行事に取り込まれ，生活の  

－・一部として信仰が存在していたことも考え合わせ  

ると，江戸時代の秩父地域における三峰信仰の，  

－一定の位置づけがなしうると思われる。   

このような秩父地域での三峰信仰の受容ととも  

に，関東甲信越－一一帯にも三峰L〉1】Jへの信仰が広まっ  

た。江戸時代中・後期における，秩父地域の木材  

や絹の生産・流通の拡大によって，秩父地域と他  

地域との地域間交流が活発になったことが，江戸  

をはじめとする都市町人を中心に三峰信仰が夜通  

していく背教になったと考えられる。   

だが，さらに正当な三峰信仰の位置づけのため  

には，信仰を受容し，それに関与していった地域  

の生活について，具体的にみていく必要がある。  

また，両神山・武甲山・宝登山といった秩父地域  

の他の諸山との比較や，それらの山と三峰山との  

関係をみることを通して，三峰山の特徴を鮮明に  

していくことも重要である。もちろん，秩父地域  

の外部，とりわけ江戸での三峰山への信仰につい  

ても考察しなければならない。これらの点につい  

ては今後の課題としたい。  

付 記  

本報告を作成するにあたって，三峰11」博物館館長  

の山口民弥氏には，資料収集に際して便宜をはかっ  

ていただいたばかりでなく，数々のご教ホをいただ  

きました．また大滝村・荒川村・両神村の皆様には  

聞き取机澗査の際に大変お世話になりました．さら  

に，平成5年度の歴史地理学実習において，筑波大  

学人文学類の高澤幹雄氏のご協力を絡ました．以上  

の方々に，記して深く感謝申し上げます．  
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